
Metro-Ethernet用 IP SLAの設定

このモジュールでは、サービスプロバイダーイーサネットネットワークでネットワークのパ

フォーマンスメトリックを収集するように、Metro-Ethernet用の IPサービスレベル契約（SLA）
を設定する方法について説明します。IP SLAイーサネット動作で使用可能な統計情報の測定
には、ラウンドトリップ時間、ジッタ（パケット間の遅延のばらつき）、パケット損失があり

ます。
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• Metro-Ethernet用 IP SLAの機能情報（13ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Metro-Ethernet用 IP SLAの前提条件
詳細なエラーレポーティングと診断情報を得るために、宛先デバイス上で IEEE 802.1ag標準
がサポートされていることが推奨されます。
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Metro-Ethernet用 IP SLAの制限事項
•メモリとパフォーマンスは、特定のイーサネット CFMメンテナンスドメインおよびイー
サネット仮想回線（EVC）または大量のメンテナンスエンドポイント（MEP）を持つ
VLANの影響を受ける場合があります。

• PWの冗長性の場合は、アクティブおよびバックアップ PWで 2つの異なる CFM/Y1731
セッションが必要です。PWのスイッチオーバー後に、同じ mpidと Y1731セッションが
動作することは期待できません。

• Y1731はポート mepではサポートされません。
• CFMおよび Y1731は、vplsのケースではサポートされず、タグなしの EFPでもサポート
されていません。

Metro-Ethernet用 IP SLAに関する情報

IP SLAイーサネット動作の基本
Metro-Ethernet用 IP SLAにより、IP SLAはイーサネット接続障害監理（CFM）機能と統合さ
れます。イーサネットCFMは、サービスインスタンス単位のエンドツーエンドイーサネット
レイヤ Operation, Administration, and Management（OAM）プロトコルです。

Metro-Ethernet用 IP SLA機能では、イーサネット CFMメンテナンスエンドポイント（MEP）
間でイーサネットデータフレームを送受信することにより統計的な測定値を収集できます。

IP SLAイーサネット動作のパフォーマンスメトリックは、送信元MEPと宛先MEPの間で測
定されます。IPレイヤのパフォーマンスメトリックを提供する既存の IP SLA動作とは異な
り、IP SLAイーサネット動作はレイヤ 2のパフォーマンスメトリックを提供します。

IPSLAイーサネット動作は、コマンドラインインターフェイス（CLI）または簡易ネットワー
ク管理プロトコル（SNMP）を使用して設定できます。

宛先MEP識別番号、メンテナンスドメインの名前、および EVCまたは VLANの識別子また
はポートレベルオプションを指定することにより、個々のイーサネット ping動作またはイー
サネットジッター動作を手動で設定できます。

また、特定のメンテナンスドメインおよび EVCまたは VLAN内のすべてのメンテナンスエ
ンドポイントをイーサネットCFMデータベースに照会する IPSLA自動イーサネット動作（ping
またはジッター）を設定するオプションもあります。IP SLA自動イーサネット動作が設定さ
れると、検出済みのMEPに基づいて個別のイーサネット ping動作またはイーサネットジッ
ター動作が自動的に作成されます。自動イーサネット動作の稼働中にメンテナンスドメインお

よび EVCまたは VLANに追加される適用可能なMEPに対してイーサネット ping動作または
イーサネットジッター動作を自動作成するために、IP SLAサブシステムとイーサネット CFM
サブシステムの間には通知メカニズムが存在します。

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
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Metro-Ethernet用 IP SLA機能では、IP SLA動作の複数動作スケジューリングと、SNMPトラッ
プ通知およびSyslogメッセージを使用した予防的しきい値違反モニタリングをサポートしてい
ます。

IP SLAイーサネット動作で測定された統計情報

IP SLAイーサネット動作でサポートされるネットワークパフォーマンスメトリックは、既存
の IP SLA動作でサポートされるメトリックと同様です。IP SLAイーサネットジッター動作で
サポートされる統計的な測定値には次のものがあります。

•ラウンドトリップ時間の遅延

•未処理のパケット

•パケット損失（ソースからターゲット、およびターゲットからソース）

•アウトオブシーケンスパケット、テールドロップされたパケット、および遅延パケット

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定方法

宛先デバイスで IP SLA Responderを設定する必要はありません。（注）

送信元デバイスでのエンドポイントディスカバリを伴う IP SLA自動
イーサネット動作の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip sla ethernet-monitor operation-number
4. type echo domain domain-name {evc evc-id | vlan vlan-id} [exclude-mpids mp-ids]
5. cos cos-value
6. owner owner-id
7. request-data-size bytes
8. tag text
9. threshold milliseconds
10. timeout milliseconds
11. end
12. show ip sla ethernet-monitor configuration [operation-number]

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IP SLA自動イーサネット動作の設定を開始し、IP
SLAイーサネットモニタコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla ethernet-monitor operation-number

例：

Device(config)# ip sla ethernet-monitor 1

ステップ 3

type echo domain domain-name {evc evc-id | vlan
vlan-id} [exclude-mpids mp-ids]

ステップ 4 • domain domain-name：作成したドメインの名
前を指定します。

例： • vlanvlan-id：1つ以上のサービスプロバイダー
VLAN IDを 1～ 4094の範囲で指定します。2

Device(config-ip-sla-ethernet-monitor)# type echo
domain testdomain vlan 34

つの VLAN IDをハイフンで区切って指定する
と、その範囲の IDを指定できます。複数の
VLAN IDをカンマで区切って指定することも
できます。

• exclude-mpidsmp-ids：メンテナンスエンドポ
イント ID（mpid）を入力します。IDはVLAN
ごとに一意でなければいけません（サービス

インスタンス）。指定できる範囲は 1～ 8191
です。

エコー動作の場合のみ：イーサネット ping動作用
の自動イーサネット動作を設定します。

リリースによっては、evc evc-idキーワー
ドと引数の組み合わせはこのコマンドで

使用できない場合があります。

（注）

（任意）IP SLAイーサネット動作のサービスクラ
スを設定します。

cos cos-value

例：

ステップ 5

Device(config-ip-sla-ethernet-params)# cos 2

（任意）IP SLA動作の簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）所有者を設定します。

owner owner-id

例：

ステップ 6

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-ip-sla-ethernet-params)# owner
admin

（任意）IP SLAイーサネット動作のデータフレー
ムのパディングサイズを設定します。

request-data-size bytes

例：

ステップ 7

• IP SLAイーサネット ping動作のデフォルト値
は 66バイトです。Device(config-ip-sla-ethernet-params)#

request-data-size 64

• IP SLAイーサネットジッター動作のデフォル
ト値は 51バイトです。

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成しま
す。

tag text

例：

ステップ 8

Device(config-ip-sla-ethernet-params)# tag
TelnetPollSever1

（任意）IPSLA動作によって作成されるネットワー
クモニタリング統計情報を計算するための上限し

きい値を設定します。

threshold milliseconds

例：

Device(config-ip-sla-ethernet-params)# threshold
10000

ステップ 9

（任意）IP SLA動作がその要求パケットからの応
答を待機する時間を設定します。

timeout milliseconds

例：

ステップ 10

Device(config-ip-sla-ethernet-params)# timeout
10000

特権 EXECコンフィギュレーションモードを終了
します。

end

例：

ステップ 11

Device(config-ip-sla-ethernet-params)# end

（任意）すべての IP SLA自動イーサネット動作ま
たは指定した自動イーサネット動作の構成時の設定

を表示します。

show ip sla ethernet-monitor configuration
[operation-number]

例：

ステップ 12

Device# show ip sla ethernet-monitor
configuration 1

次のタスク

トラップを生成する目的、または別の動作を開始する目的で、IP SLA動作に予防的しきい値
条件と反応トリガーを追加するには、「予防的しきい値モニタリングの設定」の項を参照して

ください。
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送信元デバイスでの IP SLAイーサネットpingまたはジッター動作の手
動設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip sla operation-number
4. ethernet echo mpid mp-id domain domain-name {evc evc-id | port | vlan vlan-id}
5. ethernet jitter mpid mp-id domain domain-name {evc evc-id | port | vlan vlan-id} [interval

interframe-interval] [num-frames frames-number]
6. cos cos-value
7. frequency seconds
8. history history-parameter
9. owner owner-id
10. request-data-size bytes
11. tag text
12. threshold milliseconds
13. timeout milliseconds
14. end
15. show ip sla configuration [operation-number]
16. show ip sla application

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィギュ
レーションモードに移行します。

ip sla operation-number

例：

ステップ 3

Device(config)# ip sla 1

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
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目的コマンドまたはアクション

ping動作専用：IP SLA動作をイーサネット ping動
作として設定し、イーサネットエコーコンフィギュ

レーションモードを開始します。

ethernet echo mpid mp-id domain domain-name
{evc evc-id | port | vlan vlan-id}

例：

ステップ 4

リリースによっては、evc evc-idキーワー
ドと引数の組み合わせはこのコマンドで

使用できない場合があります。

（注）
Device(config-ip-sla)# ethernet echo mpid 23
domain testdomain vlan 34

ジッター動作専用：IP SLA動作をイーサネット
ジッター動作として設定し、イーサネットジッター

コンフィギュレーションモードを開始します。

ethernet jitter mpid mp-id domain domain-name
{evc evc-id | port | vlan vlan-id} [interval
interframe-interval] [num-frames frames-number]

例：

ステップ 5

リリースによっては、evc evc-idキーワー
ドと引数の組み合わせはこのコマンドで

使用できない場合があります。

（注）

Device(config-ip-sla)# ethernet jitter mpid 23
domain testdomain evc testevc interval 20
num-frames 30

（任意）IP SLAイーサネット動作のサービスクラ
スを設定します。

cos cos-value

例：

ステップ 6

これと残りの手順については、この例に

示されている設定モードは、イーサネッ

トエコー動作を設定するためのもので

す。ただし、コマンドはイーサネット

ジッターコンフィギュレーションモード

で同じです。

（注）
Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# cos 2

（任意）指定した IP SLA動作を繰り返す間隔を設
定します。

frequency seconds

例：

ステップ 7

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# frequency
30

（任意）IP SLA動作に関する統計履歴情報を収集
するために使用するパラメータを指定します。

history history-parameter

例：

ステップ 8

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# history
hours-of-statistics-kept 3

（任意）IP SLA動作の簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）所有者を設定します。

owner owner-id

例：

ステップ 9

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# owner admin

（任意）IP SLAイーサネット動作のデータフレー
ムのパディングサイズを設定します。

request-data-size bytes

例：

ステップ 10

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
7

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定

送信元デバイスでの IP SLAイーサネット pingまたはジッター動作の手動設定



目的コマンドまたはアクション

IP SLAイーサネット ping動作のデフォルト値は 66
バイトです。IP SLAイーサネットジッター動作の
デフォルト値は 51バイトです。

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)#
request-data-size 64

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成しま
す。

tag text

例：

ステップ 11

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# tag
TelnetPollSever1

（任意）IPSLA動作によって作成されるネットワー
クモニタリング統計情報を計算するための上限し

きい値を設定します。

threshold milliseconds

例：

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# threshold
10000

ステップ 12

（任意）IP SLA動作がその要求パケットからの応
答を待機する時間を設定します。

timeout milliseconds

例：

ステップ 13

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# timeout
10000

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 14

Device(config-ip-sla-ethernet-echo)# end

（任意）すべての IP SLA動作または指定した IP
SLA動作に関する設定値を、すべてのデフォルト
値を含めて表示します。

show ip sla configuration [operation-number]

例：

Device# show ip sla configuration 1

ステップ 15

（任意）サポートされる IP SLA機能に関するグ
ローバル情報を表示します。

show ip sla application

例：

ステップ 16

Device# show ip sla application

次のタスク

トラップを生成する目的、または別の動作を開始する目的で、IP SLA動作に予防的しきい値
条件と反応トリガーを追加するには、「予防的しきい値モニタリングの設定」の項を参照して

ください。

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
8

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定

送信元デバイスでの IP SLAイーサネット pingまたはジッター動作の手動設定



IP SLA動作のスケジューリング

•スケジュールされるすべての IP SLA動作がすでに設定されている必要があります。
•複数動作スケジューラでランダムスケジューラオプションを有効にしている場合を除き、
動作グループにスケジュールされたすべての動作の頻度が同じでなければなりません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. 次のいずれかを実行します。

• ip sla ethernet-monitor schedule operation-number schedule-period seconds [frequency
[seconds]] [start-time {after hh : mm : ss | hh : mm[: ss] [month day | day month] | now |
pending}]

• ip sla schedule operation-number [life {forever | seconds}] [start-time {hh :mm[: ss] [month
day | day month] | pending | now | after hh : mm : ss}] [ageout seconds] [recurring]

• ip sla group schedule group-operation-number operation-id-numbers schedule-period
schedule-period-range [ageout seconds] frequency group-operation-frequency [life{forever
| seconds}] [start-time{hh:mm[:ss] [month day | day month] | pending | now | after hh:mm:ss}]

4. exit
5. show ip sla group schedule
6. show ip sla configuration

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

次のいずれかを実行します。ステップ 3 •最初の例は、IPSLA自動イーサネット動作のス
ケジューリングパラメータを設定する方法を示

します。
• ip sla ethernet-monitor schedule operation-number
schedule-period seconds [frequency [seconds]]
[start-time {after hh :mm : ss | hh :mm[: ss] [month
day | day month] | now | pending}] • 2番目の例は、個々の IP SLA動作のスケジュー

リングパラメータを設定する方法を示します。• ip sla schedule operation-number [life {forever |
seconds}] [start-time {hh : mm[: ss] [month day |

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
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目的コマンドまたはアクション

day month] | pending | now | after hh : mm : ss}]
[ageout seconds] [recurring]

• 3番目の例は、複数動作スケジューラにスケ
ジューリングされる IP SLA動作グループ番号

• ip sla group schedule group-operation-number
operation-id-numbers schedule-period

および動作番号の範囲を指定する方法を示しま

す。
schedule-period-range [ageout seconds] frequency
group-operation-frequency [life{forever | seconds}]
[start-time{hh:mm[:ss] [month day | day month] |
pending | now | after hh:mm:ss}]

例：

Device(config)# ip sla ethernet-monitor schedule
10 schedule-period 60 start-time now

Device(config)# ip sla schedule 1 start-time now
life forever

Device(config)# ip sla group schedule 1 3,4,6-9

特権 EXECモードを終了します。exit

例：

ステップ 4

Device(config)# exit

（任意）IP SLAグループスケジュールの詳細を表
示します。

show ip sla group schedule

例：

ステップ 5

Device# show ip sla group schedule

（任意）IP SLA設定の詳細を表示します。show ip sla configuration

例：

ステップ 6

Device# show ip sla configuration

トラブルシューティングのヒント

debug ip sla traceコマンドおよび debug ip sla errorコマンドを使用すると、個々の IP SLAイー
サネット ping動作やイーサネットジッター動作に関する問題のトラブルシューティングに役
立ちます。debug ip sla ethernet-monitorコマンドを使用すると、IP SLA自動イーサネット動作
に関する問題のトラブルシューティングに役立ちます。

次の作業

トラップを生成する目的（または別の動作を開始する目的）で、IP SLA動作に予防的しきい
値条件と反応トリガーを追加するには、「予防的しきい値モニタリングの設定」の項を参照し

てください。

operation)
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IP SLA動作の結果を表示し、内容を確認するには、show ip sla statisticsコマンドを使用しま
す。サービスレベル契約の基準に対応するフィールドの出力を確認し、サービスメトリック

が許容範囲内であるかどうかを判断します。

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定例

エンドポイントディスカバリを伴う IP SLA自動イーサネット動作の例
次に、IP SLA自動イーサネット動作の動作パラメータ、予防的しきい値モニタリング、およ
びスケジューリングオプションを示します。設定Aでは、testdomainという名前のドメイン内
で検出され、VLAN識別番号が 34のすべてのメンテナンスエンドポイントに対して IP SLA
イーサネット ping動作を自動的に作成するように、動作 10が設定されます。設定 Bでは、
testdomainという名前のドメイン内で検出され、EVCが testevcで識別されるすべてのメンテナ
ンスエンドポイントに対して IP SLAイーサネット ping動作を自動的に作成するように、動作
20が設定されます。両方の設定において、接続損失イベントが3回連続して発生した場合、予
防的しきい値モニタリングの設定では、SNMPトラップ通知が送信されるように指定されま
す。動作 10および動作 20のスケジュール期間は 60秒で、両方の動作がただちに開始される
ようにスケジューリングされます。

設定 A

ip sla ethernet-monitor 10
type echo domain testdomain vlan 34
!
ip sla ethernet-monitor reaction-configuration 10 react connectionLoss threshold-type
consecutive 3 action-type trapOnly
!
ip sla ethernet-monitor schedule 10 schedule-period 60 start-time now

設定 B

ip sla ethernet-monitor 20
type echo domain testdomain evc testevc
!
ip sla ethernet-monitor reaction-configuration 20 react connectionLoss threshold-type
consecutive 3 action-type trapOnly
!
ip sla ethernet-monitor schedule 20 schedule-period 60 start-time now

個々の IP SLAイーサネット ping動作の例
次に、IP SLAイーサネット ping動作の設定例を示します。設定 Cでは、メンテナンスエンド
ポイント識別番号が 23、メンテナンスドメイン名が testdomain、VLAN識別番号が 34となっ
ています。設定Dでは、メンテナンスエンドポイント識別番号が 23、メンテナンスドメイン
名が testdomain、EVCが testevcと認識されています。両方の設定において、接続損失イベント
が 3回連続して発生した場合、予防的しきい値モニタリングの設定では、SNMPトラップ通知
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が送信されるように指定されます。動作 1と動作 5は、ただちに開始するようにスケジューリ
ングされます。

設定 C

ip sla 1
ethernet echo mpid 23 domain testdomain vlan 34
!
ip sla reaction-configuration 1 react connectionLoss threshold-type consecutive 3
action-type trapOnly
!
ip sla schedule 1 start-time now

設定 D

ip sla 5
ethernet echo mpid 23 domain testdomain evc testevc
!
ip sla reaction-configuration 5 react connectionLoss threshold-type consecutive 3
action-type trapOnly
!
ip sla schedule 5 start-time now

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP SLAs Command Reference, All Releases』Cisco IOS IP SLAコマンド

『Cisco IOS IP SLAs Configuration Guide』の「Cisco IOS IP
SLAs Overview」モジュール

Cisco IOS IP SLA：一般情報

『Cisco IOS P SLAs Configuration Guide』の「Configuring
Multioperation Scheduling of IP SLAs Operations」モジュー
ル

IP SLAの複数動作スケジューリン
グ

『Cisco IOS IP SLAs Configuration Guide』の「Configuring
Proactive Threshold Monitoring of IP SLAs Operations」モ
ジュール

IP SLAの予防的しきい値モニタリ
ング
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/ipsla/command/sla-cr-book.html


MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャ
セットに関するMIBを探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-RTTMON-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれたTechnical Assistanceの場合★右

のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

Metro-Ethernet用 IP SLAの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 : Metro-Ethernet用 IP SLAの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

Metro-Ethernet用 IPサービスレベル契約（SLA）機能を使
用すると、イーサネットレイヤのネットワークパフォーマ

ンスメトリックを収集できます。IPSLAイーサネット動作
で使用可能な統計情報の測定には、ラウンドトリップ時間、

ジッタ（パケット間の遅延のばらつき）、パケット損失が

あります。
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http://www.cisco.com/go/cfn


機能情報リリー

ス

機能名

Ethernet Virtual Circuit（EVC）のサポートが追加されまし
た。

IP SLAMetro-Ethernet 2.0
（EVC）

標準ベースの EOAMパフォーマンスモニタリング CFM
ベース機能のサポートが追加されました。

Cisco IOS XEリリース 3.5Sでは、Cisco ASR 900シリーズ
のサポートが追加されました。

IP SLAMetro-Ethernet 3.0
（CFM d8.1）

Metro-Ethernet用 IP SLAの設定
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